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 は じ め に



















ノウハウ化したものである。具体的には, ドリーマー, クリティック, リアリスト
という三者の役割を明確に分けて分担させ, 同時に, その三者で対話させて統合さ





























































































ケティング戦略, 人事戦略, 財務戦略などがある。図表 1では, 財務戦略を機能別戦略の
一例として掲載している。こうして全社戦略, 事業戦略に基づいて財務戦略を展開してい
く。財務戦略はクローズド・システムとして存在しているのではなく, 上位に位置する全
社戦略, 事業戦略をサポートしていくものである。また, 大企業では, こうした経営戦略
を 3年程度の中期経営計画に落とし込んで経営活動を行っている。
他方で, 財務戦略については, 資本調達と資本運用からなる財務活動を財務分析でチェッ
クし, その分析結果を受けて, 各管理活動をしていく。具体的には, 利益管理, 原価管理,
資金管理である。これらの活動を通じて収益性を高め, 信用力を高めていく。これらの財
務管理の各活動は, 管理サイクルの PDCAサイクルでいうと A (アクション）にあたる。









層 (市場), ②顧客機能 (顧客ニーズ), ③技術, の三次元で定義することを主張してい
る5)。中小企業に置き換えた場合は, 誰に, 何を, どのように提供していくかという視点
でドメインを考えればよく, その範囲内で企業の成長を考えていく。
経営戦略を策定するためには自社の内外の環境分析をする必要がある。その代表的な方
法が SWOT分析である。内部環境を強み (S), 弱み (W), 外部環境を機会 (O), 脅威
(T) という 4 つの切り口で環境分析していくものである。また, 経営戦略は経営理念を
前提として策定していく。経営理念は, ( 1 )この企業は何のために存在するかという組織
の目的に対する理念, ( 2 )経営のやり方と人々の行動についての基本的考え方, つまり経
営行動の規範の 2 つの部分から構成されている6)。そして, 経営理念が組織の人々の間に
浸透すると, それは組織文化の一部になったといえる。組織文化とは, 組織のメンバーが













管理とは, 計画を立て（Plan), 経営活動を実行し（Do), 実行した結果を評価（Check）
し, 何らかの対策を講じる（Action）こと9) をいう。
なお, 次稿で経営計画のうち利益計画に絞ってその立案方法を検討していくが, 利益管


































図表 2 ディズニー戦略の 3つの異なる局面と特徴など13)








































ディズニー戦略の特徴は, 1 人の人物が 3つの局面の独自の戦略を個別に活用するだけ
















１ ディズニー戦略と経営戦略, 経営計画の諸概念, 諸手法との関係



















































「第 2のポジション」は, あたかも相手の体に入り込んだかのような視点から, 何かを体








と）といい, それまでにいた場所から離れて, 身体を揺すったり, 手足をばたばた動かし




















め, 無意識を活性化させた状態を言う。この状態に誘導するには, 例えば, 同時並行処理
を行わせたり, 五感を活用したりすることが有効で,「ニューコードゲーム」(ジャンケン











































① 「環境」とは, 周りの環境のことをいい,「When？ (いつ？)」｢Where？ (どこ
で？)｣ に対する答えになるレベルである。
② 「行動」とは, 特定の行動・振る舞いレベルのことをいい,「What？ (何を？)」
に対する答えのレベルである。




⑤ 「自己認識（アイデンティティー, ミッション, 使命)」とは, 自分は誰なのか,
自分の存在理由, 目的, 使命, を意識する,「Who？」に対する答えのレベルであ
る。
⑥ 「スピリチュアル」とは, 個人としての意識を超えた領域である。その領域は,
下の階層から列挙すると, 家族, 会社, 地域社会, 国, 地球, 人類, 宇宙などを含
む。自分は, 自分を超えたより大きなシステムの一部 (サブシステム) であるといっ
































































Ｃ 「そんなチームを率いて, 指導をしていく能力を持ったあなたは, どのような信念を
持っているでしょうか？あるいは, どのような価値観をもっているでしょうか？」
Ａ 「人は人とともに大切な時間を過ごすことで幸せを実感できるということです｡」
Ｃ 「そんなあなたは, どんな存在ですか？ 私は～である, というような, ひとつのフ
レーズで語ることはできますか？ いわばアイデンティティやミッションのようなもの
です｡」
Ａ 「私は, 人と人との間をとりもち, 幸せな時間をプロデュースする人である｡」





































の前にタイムマシンをイメージしてもらい, そのタイムマシンに乗って, 理想の 3年後に
行ってもらう。筆者が行う場合には, このエクササイズの前に, リラックスした状態に誘




























































ばどうぞ。彼 (女) にどのようなリソースがあれば, 未来に向かって歩き続けることがで
きるでしょうか？」といった質問をする。声に出して答えさせる必要はない。その後 (ブ
レークステートした後で), 本人にはタイムラインの元の地点まで戻ってもらい, 先ほど








ち込まれている)。 1 年後の時点であるべき姿をありありと体験したところで, 目標利益
をイメージしても良い。何度かこの体験を繰り返すことでイメージトレーニングの強化が
できる。




















3) 石井, 加護野, 奥村, 野中 (1996) 7頁。
4) 榊原 (2002) 37頁, 190頁。
5) D. F. エーベル著・石井淳蔵訳（2012）21, 31, 35頁。
6) 伊丹, 加護野 (2003) 347頁。
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10) 川原慎也（2012） 4 頁。
11) ロバート・ディルツ（2007） 6 頁, 31頁。ロバート・ディルツ博士は, NLP（神経言語プロ











17) 脳の「快を求め, 痛みを避ける」という特質 [加藤雄士 (2010)] を考慮に入れれば, ドリー
マーを起点とすることと, クリティックを起点とすることが考えられる。
18) ロバート・ディルツ (2008) 450451頁。
19) ニューコード NLP（ニューコード神経言語プログラム）で使う概念である。
20) 例えば, ジャンケンゲームとは, 後出しジャンケンで相手に負けるジャンケンをする。最初
は手で, 次に手と足の両方で後出し負けジャンケンをする。テンポを最重要視して行う。
21) 上記の12行は，川原（2012）3143頁, 63頁。
22) 図表 1のように, 経営計画立案のプロセスは本来, 経営理念を軸として経営戦略を立案する
ことからスタートするが, 経営理念を意識しても, 経営者, 経営幹部が「ワクワク」しないこ
とも多い。そこで, 既にある経営理念を脇に置いておいて, 改めて経営者のミッションを考え
てもらう。
23) ジョン・グリンダー博士は, ディズニー戦略とニューロロジカルレベルは NLPの範疇に入
108
らないと言っている。[参考：松島直也 (2013) 21頁]






27) 森, 黒沢 (2002) 15頁｡「催眠下で『水晶球が浮かんでいる』と幻の水晶球を見てもらって,
『水晶球の中に, 3 か月後のあなたが映っています。あなたは何をしていますか』 と質問する。
催眠から覚醒させた後, 見たものは全部忘れてもらい, 健忘させて, 診察室を出て行ってもら
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